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【PwC／NEC／NICT】 

海底ケーブルの最前線と未来像 
 

講 
 

師 

PwC コンサルティング合同会社 PwCインテリジェンス シニアアソシエイト 榎本 浩司 氏 

日本電気株式会社 海洋システム事業部門 事業開発統括部  
事業戦略グループ ディレクター 村上 求 氏 

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT） ネットワーク研究所 
フォトニック ICT研究センター フォトニックネットワーク研究室 室長 古川 英昭 氏 

    
日 時 

受講方法 

会 場 

2026年８月１９日（水） 午後１時３０分～４時４０分 

会場受講／ライブ配信／アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可） 

ＳＳＫ セミナールーム 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４Ｆ 
 

Ⅰ．不確実性の高まる国際社会における海底ケーブルを取り巻く環境の変化 
榎本 浩司 氏 【13：30～14：35】 

国際社会では地政学やサプライチェーンの面で分断が進み、不確実性が高く先行きを見通しにくい情勢が続いて

いる。一方、テクノロジーの進展により変化する産業構造の中で、社会の基幹インフラである海底ケーブルの重要性

は益々高まっている。マクロな国際環境の変化に伴って複雑化する地政学リスクは海底ケーブルを取り巻く環境に

どのような影響を与えるのか。最新の情勢を踏まえて現状を整理し、将来の展望について考察する。 

１．不確実性の高まる国際社会と複雑化する地政学リスク 
２．産業構造の変化により高まる海底ケーブルの重要性 
３．海底ケーブルをめぐる国際社会の動向 
４．マクロ環境の変化が海底ケーブルに与える影響 
５．質疑応答／名刺交換 

Ⅱ．ハイパースケーラーの台頭と国際通信インフラの変遷 
～需要構造の変化に応える海底ケーブルシステムの最新動向～  

村上 求 氏 【14：45～15：50】 

国際通信の 99％を担う海底ケーブルは、AI の普及を背景としたハイパースケーラーの台頭により、かつてない

需要急拡大を迎えています。 

本講演では、この市場の最新動向を解説するとともに、国際情勢に伴う経済安全保障や地政学リスク、さらには自然

災害といった海底ケーブルが直面する主要な課題を提示します。現代社会の命綱であるインフラが直面するこれら

外的リスクに対し、いかなる視点で強靭かつ安定的なネットワーク維持を考えるべきか、NECの知見を基に展望します。 

１．海底ケーブル事業の概要と NECの市場におけるポジション 
２．海底ケーブルシステムの建設・敷設プロセス 
３．通信市場の変遷と最新の技術・ルート動向 
４．海底ケーブルを取り巻く主要リスクと今後の展望 
５．質疑応答／名刺交換 

Ⅲ．将来の海底ケーブルにおける大容量光ファイバ伝送と光ファイバセンシング  

古川 英昭 氏 【16：00～16：40】 

国際通信の約 99％を担う海底ケーブルは社会基盤として重要性が増し、AI 普及に伴うトラフィック増大に対応す

るため大容量化が急務である。シングルモード光ファイバベースの既存光通信システムの限界を超える新たな大容

量光ファイバ伝送技術の最新動向を概説するとともに、海底ケーブル防護の要となる光ファイバセンシング技術に

ついて紹介する。 

１．海底ケーブルの現状と将来に向けた課題 
２．シングルモード光ファイバベース光通信システムの容量限界 
３．マルチコア光ファイバを用いた大容量光ファイバ伝送技術の最新研究開発動向 
４．海底ケーブル防護に向けた光ファイバセンシング技術の重要性 
５．質疑応答／名刺交換 

   



 
ＰＲＯＦＩＬＥ  榎本  浩司（えのもと こうじ）氏 

 
  

一橋大学大学院博士課程単位取得退学。在外公館や大学、政府系シンクタンクで外交・国際安全保障に関する学術研究
や調査分析を担当。2023 年からシンクタンク部門にて地政学分野とテクノロジー×安全保障の領域を中心に国際情勢
分析・リスク対応の助言に携わる。   

ＰＲＯＦＩＬＥ  村上  求（むらかみ もとむ）氏 
 

  

2009 年 NEC 入社。入社後一貫して海外通信インフラ事業に従事し、ロシア、中近東、アジアの各地域で通信事業者向け
ネットワーク構築を推進。2016 年より海底ケーブル事業に転じ、アジア圏の複数の国際海底ケーブル建設プロジェクトに
おいてプロジェクトマネージャーを務め、完遂に貢献。2025 年 10 月より現職。事業戦略グループのディレクターとして、海底
ケーブル事業のグローバル戦略立案を統括。   

ＰＲＯＦＩＬＥ  古川  英昭（ふるかわ ひであき）氏 
 

  

2005 年 大阪大学大学院工学研究科博士後期課程了。同年 独立行政法人情報通信研究機構に入所。以来、フォトニッ
クネットワーク、光パケットスイッチング、光情報処理技術、ネットワークアーキテクチャに関わる研究に従事。2013-2014 年 
総務省情報通信国際戦略局技術政策課研究推進室課長補佐。2013 年 文部科学省文部科学大臣表彰・若手科学者賞
受賞。2015年 公益財団法人新技術開発財団市村学術賞功績賞受賞。IEEE、IEEE ComSoc、電子情報通信学会、応用物
理学会各会員。博士（工学）。  
●受  講  料 各受講方法 １名につき ２７，５００円(税込) 

※会場又はライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金 １１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 
 
 

 

二次元バーコード、又は FAXにてお申し込み下さい。 
折り返し受講証、請求書、会場地図（会場受講のみ）をメール（PDF)にてお送り致します。 
お申込み後、3 営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
（セミナー会場にて受講される方は受講証画面を提示、もしくはプリントアウトしてご持参下さい） 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 
その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 
事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので、お申し込み後、弊社からご連絡するメールにご返信下さい。 

■ライブ配信について 
＜１＞Zoomにてライブ配信致します。 ＜２＞お申込時にご記入いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASSを開催前日までに
お送り致しますので、開催日時に Zoom へご参加ください。 
■アーカイブ配信について 
＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 ＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信
のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 ＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。  

８月１９日（水）         「海底ケーブルの最前線と未来像」        申込日   月   日 

貴 社 名 
 

所 在 地 
〒                                     〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）         － Ｆ Ａ Ｘ （       ）         － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。   

通信欄   

  

■主催 公益財団法人 原総合知的通信システム基金 

■事務局（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 
〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 

※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。  ２６４１３－I  

詳細・お申込はこちら↓ 

 

 


